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と同じ条件で加えて 10日間培養した。この結果、実験IではMLSS3，000 nigIL、実験Eでは胤SS3，816 mgIL 
となり、いずれも強い硫化水素臭を呈した。これを種菌とし、作成した油汚染土壌に混合させた。
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化学式 重量包) 化学式 重量包)
~Cl 1.4 H3B03 0.0003 
KH2P04 0.6 CoCh・61-120 0.0002 
K2HP04 0.6 MnCh'・4H20 0.0002 
MgCh・6H20 0.1 CuCl 0.0001 







8mg-'回・ig-isolite 栄養塩、研峨塩20mM、グノレコー ス 10gIL 2本
栄養塩、研峨塩20mM、グノレコー ス 10gIL 2本 6本
40mg-'加屯同iso臨e 栄養塩、研高温20mM、グノレコー ス無諒訪日 小2本
栄養塩、硫酸塩201凶4、グルコース 10gIL、植種なし 小2本















それぞれを定量する分析を行ったo 分画には薄層クロマトグラフィー (TLC:n血 LayerChromato.伊 phy、
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図7実験Iの系2∞における8042-とORP
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